
 
 
 
 
  
 
 

  
 麦秋の候、皆様にはお変わりなくお過ごしのことと存じます。 

 学校便りの書き始めは、いつも、どんな時候の挨拶にしようかと考えるのですが、今回

の「麦秋の候」、何か気になりませんでしたか？以前、この時期に「麦秋の候」と書かれた

挨拶文を読んで、無知な私はまちがいじゃないのと思い、辞書で調べてみました。すると、

「麦を収穫する季節。初夏の頃」とありました。そうだったのか！まさに目から鱗。「いつ

使うの？」「今でしょ！」ということで今回はあえて使ってみました。時折しも、先日は岐

阜への修学旅行。バスの車窓から黄金色に実った麦畑をいくつも発見しました。子どもた

ちはリトルワールドや岐阜城で普段体験できないことをたくさん学んで帰ってきました。 
  

今年も中庭に並んでいる子どもたちの植木鉢にまぶしい太陽の日差しが降り注いでいま

す。１年生はあさがお、２年生はミニトマトやピーマン、オクラ等の野菜、３年生はマリ

ーゴールドとホウセンカを植えました。登校した子どもたちは朝一番にせっせと水をやっ

ています。どの子も愛情たっぷりで毎日世話をしています。それに応えるかのように、ど

れもぐんぐん生長してきています。「どんな花が咲くんだろう」「何色の花かな」「たくさん

実ができるかな」と子どもたちは楽しみにしています。２年生の野菜は実こそ普段から食

べているので知っていますが、どんな花が咲くかは大人でも知らない方があるのではない

でしょうか。花が咲いたら、是非、子どもたちから教えてもらってください。 
 
１学期も早、折り返しの時期になりました。子どもたちは約束事を守って学校生活を楽

しんでいます。その中の「うらかぜのめあて」を紹介します。次の４つです。 
  １ 気持ちのいい挨拶をする       ２ もくもくと掃除をする 
  ３ 靴をピタッとそろえる        ４ 時間をしっかり守る 
朝の登校時から元気な気持ちのよい挨拶ができる子が多いです。挨拶は魔法の呪文、一

声だけで一日がさわやかになります。そんなことが先月の歌「おはよっ！」の歌詞の中に

ありました。恥ずかしくて言えない子も勇気を出して、早く言えるようになってほしいで

す。 
掃除の時間は自分の場所を黙々ときれいにしています。縦割り掃除の時は、高学年の子

が１年生と一緒にほうきを握ってはき方を教えたり、掃除の仕方を優しく教えたりして、

みんなで学校をピカピカにしています。 
靴箱の靴はいつもきれいにそろっていて、先日それを見た教育委員会のお客様がとても

びっくりし、感心されていました。 
時間を守る子はいつも時間を大切にしていると思います。６月１０日は時の記念日です。

ちょうどいい機会です。ご家庭でも話題にしていただけたら幸いです。 
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 1 日（土） ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙ、PTA 総会 
 3 日（月） 代休日 
4 日（火） 避難訓練 
6 日（木） 歯科検診（1・3・5 年） 

10 日（月） 朝会、委員会 
12 日（水） 歯科検診（2・4・6 年） 
17 日（月）~21 日（金） 自然学校（5 年）※14 日は 5 年のみ給食後下校 
17 日（月） 給食試食会 
24 日（月） 青葉読書週間（28 日まで） 
25 日（火） 脊柱側わん検査（5 年） 
26 日（水） 環境体験学習（3 年） 
 

今月の行事予定 

来月の主な予定 

9 日（火） 参観・懇談 
18 日（木） 給食終了 
19 日（金） 修業式 
 

１・２年生遠足（5/22） 

晴天の中、元浜緑地に遠足に行きました。大きな遊具で、１・２年のペアで、楽しく

遊びました。 

 

児童ホーム・子どもクラブについて 

学校と児童ホーム・子どもクラブの間では、出来る限り情報共有を行うようにしてお

ります。ただし、両者は管轄が異なっており（後者は児童課管轄）、勤務時間・場所の違

いにより、すぐに連絡を取り合えないこともあります。ご用の際は、保護者様からそれ

ぞれの場所に直接連絡していただきますよう、ご協力お願いいたします。 
今一度、児童ホーム・子どもクラブの活動について不明な点がないよう、ご確認下さ

い。特に非常変災時におきましては、学校の授業時間帯と児童ホーム・こどもクラブ開

所時間で児童への対応が異なります。児童ホーム・こどもクラブ開所時間の対応につい

ては直接担当にお問い合わせ下さい。また、児童ホームと子どもクラブ間でも非常時の

対応が異なることがある点、再度ご確認下さい。（保護者様の中には、児童ホームと子ど

もクラブを混同されている場合があり、非常時（訓練を含む）の想定外の対応に戸惑う

方もおられます。） 


